
スーパービジョン支援ツールの説明・使用方法 

ツール名 説明・使用方法 

アセスメント確認

ツール 

●説明： 

「アセスメント確認ツール」とは、初任ケアマネのケアマネジメントプロセス

への理解度（※1）やアセスメント力（※2）を主任ケアマネ等と初任ケアマネ

がともに確認するためのツールです。 

 

(※1)ケアマネジメントプロセスへの理解度とは、以下の各ステップで 

検討すべきことを理解しているかどうかです。 

・利用者に関する適切な情報収集、課題分析、ニーズ抽出 

・ニーズに対する目標設定、サービス選択 

・担当者会議等による調整、モニタリング～再アセスメント 

(※2)アセスメント力とは、利用者に関する適切な情報集から得られた 

現状の問題点やその要因を踏まえて、課題を分析しているかどうか 

です。 

アセスメント力が不十分だと、現状を認識しながらニーズとして 

捉えられておらず、目に見える問題だけに対応し、その原因を解決 

していない等が生じることがあります。 

 

●使用方法：  

・アドバイザーは事例を読んで、気になった点や初日全体研修の際に受講者

に確認したい点を記入しておきます。 

・初日全体研修のアセスメント確認演習の際に、受講者がどのような視点で

アセスメントやケアプラン作成を行ったのか、確認します。可能な限り一方的

な指導ではなく、受講者が自分で気づきを得るように誘導します。 

 

 ※この確認ツールは、評価や監査のために用いるものではなく、あくまでも

初任ケアマネのケアマネジメント力を引き上げるためのものです。 

サービス担当者会

議評価ツール 

●説明： 

「サービス担当者会議評価ツール」とは、サービス担当者会議における準備、

運営、議事報告までの各場面についての事前目標と事後評価を、主任ケアマネ

等と初任ケアマネがともに確認するためのツールです。 

●使用方法： 

・アドバイザーは事例を読んで、個別同行実習の際に受講者に確認したい点

を記入しておきます。この時点では情報量が少ないので軽いチェック程度で

も構いません。 

・初日全体研修のアセスメント確認演習の際に、サービス担当者会議では会

議の進行やファシリテーションでどのような点に気を付けたら良いか等を受

講者に対して助言を行い、同行訪問時に臨む姿勢を統一します。 



 会議後は、初任ケアマネの準備・運営・報告について特に達成が大きかった

項目や、課題を感じる項目についてチェックし、具体的な内容をメモしてくだ

さい。 

・個別同行実習終了後の振り返り時に、事前に気を付けておくべきと考えて

いた点がどこまでできたか、何が足りなかったか、受講者と共に振り返りつ

つ、評価ツールに記入して共有します。 

 

 ※この確認ツールは、評価や監査のために用いるものではなく、あくまでも

初任ケアマネの気づきを促すためのものです。 

同行訪問モニタリ

ング評価ツール 

●説明： 

「同行訪問モニタリング評価ツール」とは、モニタリングにおける準備、現場

の業務、実施後業務、そして振り返りまでの各場面についての事前目標と事後

評価を、主任ケアマネ等と初任ケアマネがともに確認するためのツールです。 

●使用方法： 

・アドバイザーは事例を読んで、個別同行実習の際に受講者に確認したい点

を記入しておきます。この時点では情報量が少ないので軽いチェック程度で

も構いません。 

・初日全体研修のアセスメント確認演習の際に、モニタリングではどんな点

に気を付けたらいいか、受講者に対して助言を行い、同行訪問時に臨む姿勢を

統一します。 

 同行訪問終了後は、初任ケアマネの準備、訪問、報告について特に達成が大

きかった項目や、課題を感じる項目についてチェックし、具体的な内容をメモ

してください。 

・個別同行実習終了後の振り返り時に、事前に気を付けておくべきと考えて

いた点がどこまでできたか、何が足りなかったか、受講者と共に振り返りつ

つ、評価ツールに記入して共有します。 

  

 ※この確認ツールは、評価や監査のために用いるものではなく、あくまでも

初任ケアマネの気づきを促すためのものです。 

 

スーパービジョン支援ツールは、アドバイザーが受講者へ指導・助言する際のツールであ

り、アドバイザーが判断に迷ったとき等に使用するものです。 

そのため記録用紙に空白があることは構いません。記入用紙を埋めることにとらわれずにご

活用ください。 


